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　 It　is　said　that　stereoscopic 　image　infiuences　human　in　visual　fUnction　and 　central 　ne 胛 ous 　function　much 　more 　than 　2D

image．　We 　experimented 　on 　16　healthy　adults 　watching 　2D　image　gathered　from　various 　kinds　of　TV 　programs　and 　their

converted 　stereoscopic 　image　by　2D13D 　conversiomechnologies 　for　4　hours．The　electr  ncephalogram 　and 　electro −

oculogram 　were 　measured 　before，　during　and 　after　watching 　TV ．　 Sublective　rating 　about 　psychological　state 　such 　as

awareness 　and 　fatigue　were 　also 　measurcd 　before　and 　after　watching 　TV ．

　 It　is　found　that　the　change 　of　watching 　2D 　TV 　programs　between　before　and 　after　was 　not 　much 　different　from　the

change 　of　watching 　converted 　stereoscopic 　TV 　programs，　although　the　energy 　ratio　of　alpha−wave 　power　spectmm 　in

eye −closed 　rest 　 a 丘er 　watching 　TV 　was 　bigger　than 　before　watching ．　 We 　obtained 　the　same 　resul鯰 in　s呵 ecdve 　rating 　too．

It　is　concluded 　that　stereoscopic 　image 　converted 　from 　2D 　image 　does　not　have　much 　influence．

1 ．は じ め に

　 立体映像 は 、 臨場感 ・奥行き感がある た め、ゲ
ーム 機

か ら医療用 まで 幅広 い 分野 で の 応用 が期待で きる 。 また、

現在 で は通常 の 2次元映像が リ ア ル タ イ ム で 自動 的 に 変

換 さ れ 、立体映像 と して見る こ とが で きる MTD （Modi−

fied　Time　Difference）法を用 い た 2D／3D変換技術
1｝

が

開発 され て い る 。

　 しか し、
一
方で 現況 で の 立体映像 は、人間の 両眼視差

機能を利用 した もの で あ り、 左右 の 眼 か ら別個 の 情報が

大脳 に入力 されるため 、 こ れを
一

つ の像 として融合する

際 に 中枢機能に対する影響が 示唆され る 。

2｝

　そ こ で我々 は、2D映像 と 2D／3D変換映像 を視聴 した と

きに 、生理機能 や 心 理 状態に与え る影響を定量的 に 評価

す る実験を行 っ た 。 本報 で は、覚醒状態 の 生 理 的指標 と

し て の 脳波 と覚醒感や疲労感などの 主観評価データ の

TV 視聴前後の変化に つ い て 評価 ・検討 した の で 、その

結果 を報告 する。

2 ．方法

　健常成人 16 名に対 し て 、

一
般の放送番組を収録

・
編

集 した VTR を通常 の 2D映像 お よび 2D／3D変換映像と し

て 4 時間視聴 させ 、視聴前後及び視聴中の 生理
・心理指

標 を測定 した。

2．1 実験の 概要

　Fig．1 に示 した実験 ス ケジ ュ
ール に従 っ て、 3分間 の

安静閉眼、 3分間の 安静開眼、 2 時間 の TV 視聴、約15

分間 の 休憩 、2 時問の TV 視聴、 3 分間 の 安静開眼、3

分間 の安静 閉眼 の 順序 で 生理反応 （脳波，眼球運動、指

尖部皮膚温）を計測 し た 。 脳波 は 国際10− 20法 に従 っ て

Cz，　 Ozの 2点 を活電極，左 耳朶 を基準電極と して単極導
出 し た 。 ま た、TV 視聴の 前後及び休憩時の計 3 回、覚

醒感 ， 気分，興奮度，疲労感，集中感 ， そ の 他 目や頭に

関する疲れ の 度合 い に つ い て計13項目の 心理的状態を質

問紙 に 自己評定させ た 。

Fig．1　Time　schedule 　of　the　experiment ．
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　 さら に、視聴 の前後に ア コ モ ドメ ータ を用い て 視機能

の 変化 に つ い て も測 定した。

2．2 負荷呈示条件

　 4 時間の TV 視聴は 、
ニ ュ

ース
、 ドラ マ

、 ア ニ メ、バ

ラエ テ ィ な どの 放送番組 をで きるだけ日常の 番組構成に

近 い もの と な る よ うに 2 時 間 の VTR2 本 に 編集 した。

なお、映像呈示に は 32型ワ イ ドテ レ ビ を使用し 、 視距離

は Llm とした 。 　液 晶シ ャ ッ タ
ー

メ ガ ネの 影響 を相殺す

る ため に、2D映像 を視聴する場合 に も 2D／3D変換映像視

聴用 の 液 晶 シ ャ ッ ターメ ガ ネを装着 さ せ た。

　各被験者は こ の実験を約 1週 間後に別 の 条件で 再 度経

験 した 。 順序効果を相殺する ため に 、 1回目に2D映像を

視聴 した被験者 には 2 回目 に は同内容 の 2D／3D変換 映像

を、 1 回目 に 2D／3D変換映像 を視聴 した 被験 者に は 2 回

目は2D映像を視聴させ た 。

3 ．結果

3．1 安静時 の 脳波 パ ワ ーの 変化

　長時間 の TV 視聴に 伴 っ て 生 じる大脳機能 の 疲労に 起

因する α 波 の 増加に着 目した 。

　脳波の 処理 は、原脳波をサ ン プ リ ン グ周波数 256Hzで

A ／D 変換 した後、FFT 処理 し（計算点数1024 ポ イ ン ト、

ハ ミ ン グ窓使用）、 4 秒毎にパ ワース ペ ク トル デ ータ に

変換 して 、θ，α ，β波帯域 ご との エ ネ ル ギ ーを求め た。

　Fig．2 に視聴前後の 安静閉眼時の α 波の 変化に つ い て

示す 。 図 の 縦軸の値 は、視聴前後の安静閉眼時 （そ れ ぞ

れ 3分間）の 4Hz以上 30Hz未満 の 総 パ ワ
ー

量 に対 す る α

波（8　Hz以上 13Hz未満）の パ ワ ー量比を求め 、 視聴後の 値

を視聴前 の 値 で 割 っ た もの で ある。2D映像 と 2D／3D変換

映像 の 比較 で は、統計 処理 （paired 　t−test） の 結果 、 有

意差がなか っ た が 、 2D映像，2D／3D変換映像 ともに視聴後

に α 波が増 加 した。

3．2 視聴前後の心理状態の変化

　Fig．3 に覚醒感 （−6 ：非常に ねむい 〜
＋6 ：非常 に す っ

きりして い る）と疲労感 （−6 ：非常 に元気である〜
＋6 ：

非常に疲れ て い る）の評定値の視聴前後の差 を示す 。 こ

の 図 よ り、2D映像 ，2D／3D変換映像 ともに 視聴後に覚醒感

が 低下 し、疲労感 が 増加 す る 傾 向が み ら れ た が 、両映像

問で 統計的な差 は なか っ た 。

4 ．ま とめ

　2D映像 と2D／3D変換映像 を視聴 した と きに、脳波に み

ら れ る 中枢生理機能 や 心理状態に与え る 影響を定量 的 に

評価 する実験を行 い
、 TV 視聴前後の 脳波 と 主観評価 デ

ータ に つ い て 比較 ・検討 した 。 そ の結果、TV 視聴後は

2D映f象 2D／3D変換映像 に関わ らず視聴前に比 べ 約10％ の

α 波 の 増加 が み られ 、また 、主観的な レ ベ ル か らみ て 疲

労感 が 増す こ とか ら、 α 波 の 増加 は TV 視聴 に よ る 疲労

を反映す る もの で ある こ とが うか が える 。しか し、映像

条件に よ る 差 は み られ な か っ た 。

　 こ れ らの 結果 か ら、本方式 の 2D／3D変換映像を 4 時問

視聴 して も 、 大脳の機能及 び 心理面 に与 える影響 は通常

の 2D映像 と差が な く、生理心理学的 に み て 問題が ない こ

とが示唆さ れ た 。
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Fig．2　Energy　ratio 　of α power　spectrum 　in　2D

　　 and 　2D／3D　images（mean 十 SD）
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Fig．3　Self　rating　scores 　before　and 　after

　　 watching 　TV 　in　2Dand 　2D ／3Dimages
　　 （mean ＋ SD）
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